
（４）その他の事業

①　コンサートボランティアの活動　

大雪クリスタルホールに登録された市民ボランティアによって，チケットテイク，クローク，会場案内等を行っている。

発足：平成８年１１月
登録者数：　６０人（平成３０年４月１日現在）

＜平成２９年度活動実績＞

自主事業公演 貸館公演 計

活動公演数 　５公演 　　２１公演 　　２６公演

活動延人数 　　６０人 　　　２５０人 　　　３１０人

○研修会

②　大雪クリスタルホール情報誌「カデンツァ」の発行（年１２回発行）

③　大雪クリスタルホールメイト

○会員登録数 １０３人（平成３０年４月１日現在）
○年会費　 １，５００円（４月１日から３月３１日まで　途中入退会も同額）
○ホールメイトへのサービス
　　・自主文化事業チケットの一般発売前先行予約
　　・自主文化事業チケットの１０％割引（会員１人につき２枚まで）
　　・コンサート案内等の郵送
　　・ホール内レストラン（シンフォニー）を利用の際，会員１人につき２人まで，各メニュー定価から５０円割引
　　　（ドリンク及びケーキセットを除く。）
　　・ホール内売店（ミュージアムショップ）を利用の際，各商品の販売価格から１０％割引

　平成３０年３月１０日に，北海道教育大学旭川校准教授 木村貴紀氏を講師に迎え，「音楽を楽しむための講座＆ピ
アノ・コンサート～コンサートボランティアとともに～」を開催し，コンサートボランティアについてのお話やショートプロ
グラムによるピアノ・コンサートを行うとともに，来場したお客様にも参加していただいた避難訓練を実施し，非常時の
実践的対応を学ぶ機会をもった。

　従前の，クリスタルホールメイト通信「カデンツァ」（年４回）とクリスタルホール「行事予定表」（年１２回）を平成１５年
４月から一本化し，コンサート情報を中心としたクリスタルホール情報誌「カデンツァ」として，毎月発行している。平成
２９年度は，毎月１，５００部（A４　４頁　単色　再生紙による館内印刷）発行し，市内の公共施設等に配置した。

　平成１６年４月から有料会員制組織として再スタートし，ホールメイト特典としてチケット購入割引等を実施した。最
近では，情報誌やホームページなどで会員を募集している。また，平成１７年度からはホール内施設の割引利用を導
入した。
　平成２９年度チケット販売総数のうち，ホールメイトの入場者割合は４．２％である。
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④ 旭川市大雪クリスタルホール歳入・歳出決算，見込

平成２８年度
（当初予算）

平成２８年度
（決算）

平成２９年度
（当初予算）

平成２９年度
（決算見込）

平成３０年度
（当初予算）

大雪クリスタルホール使用料 31,139,000 31,007,257 31,907,000 32,066,045 31,907,000
音楽堂入場料収入 5,951,000 3,833,720 7,202,000 3,535,400 7,260,000
行政財産使用料等収入 1,483,000 1,367,445 1,493,000 1,353,069 1,352,000
市　　債 0 0 5,700,000 5,100,000 47,600,000

合　　　　計 38,573,000 36,208,422 46,302,000 42,054,514 88,119,000

大雪クリスタルホール管理費 150,717,000 138,384,551 155,561,000 149,175,262 154,390,000
音楽堂自主文化事業 5,894,000 5,812,185 7,202,000 6,542,897 7,193,000
旭川ウィーン国際弦楽セミナー開催支援費 840,000 840,000 0 0 0
大雪クリスタルホール補修費 19,997,000 16,029,488 19,221,000 20,383,920 73,335,000

合　　　　計 177,448,000 161,066,224 181,984,000 176,102,079 234,918,000

歳
出

区　　　　分

歳
入

６


